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１．概要（Summary） 

有機薄膜太陽電池における電子輸送層はこれまで酸

化亜鉛(ZnO)や酸化チタン(TiO2)が広く用いられてきた

が、それらの代替材料の一つにチタン酸ストロンチウム

(SrTiO3)がある。SrTiO3は ZnOや TiO2と同程度のバン

ドギャップを持ち、化学的安定性が比較的高い[1]。本研

究では、SrTiO3 を用いたナノ構造体を作製し、形態や結

晶構造を解析すると共に有機薄膜太陽電池に用いてそ

の光電変換特性を評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

Ｘ線回折装置 

【実験方法】 

硝酸ストロンチウムとチタン(Ⅳ)ブトキシドを用いて液相

析出法と水熱合成法の二つの方法で SrTiO3ナノ構造体

を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

液相析出法あるいは水熱合成法で作製した試料の表

面および断面の走査型電子顕微鏡による観察より、ナノ

ロッドの形成を確認した（Fig. 1）。また、Ｘ線回折パター

ンより、水熱合成法で作製したナノロッドにおいて立方晶

の SrTiO3 [2]のピークが確認された。また、液相析出法

で作製したナノロッドにおいては SrTiO3 の結晶性が低

いことが示唆された。 

フッ素ドープ酸化スズを被覆した透明導電性ガラス表

面に SrTiO3ナノ構造体を作製し、その上層にメタノ

フラーレン誘導体とポリ（3-ヘキシルチオフェン）の

混合溶液を活性層として塗布した後、酸化モリブデン

と銀を真空蒸着させた逆型構造の有機薄膜太陽電池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を作製して光電変換特性を評価した。その結果、ZnO

ナノロッドを用いた太陽電池と比較して短絡電流密度は

低下したものの、350 nm 付近における分光感度が高い

ことがわかると共に、開放電圧は約 1.2倍向上した。 
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Fig. 1 Top [(a) and (b)] and cross-sectional 
[(c) and (d)] SEM images of the 
nanostructured SrTiO3, prepared by liquid 
deposition method [(a) and (c)] and 
hydrothermal synthesis [(b) and (d)]. 
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